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Ｑ：「撮影場所」についてお伺いします。 

 応募する作品には、北広島団地のどこかの場所が、最低一箇所は映り込んでいなければ 

ならないのでしょうか。良い作品を作りたいと考えていますが、自分には・・・・とい 

う理由や事情により、どうしても北広島団地へ撮影に行くことができません。 

 そのため北広島団地へ赴いては撮影せずに、別な手法や切り口で制作をしてみようかと 

思っています。 

 北広島団地が有する地域資源の魅力を動画の中で PR できるならば、必ずしも北広島団地 

の某所でロケをしなくても、よろしいのでしょうか。 

 

Ａ：基本的には、北広島団地に実際に足を運んでいただいて、撮影をしていただきたいと 

考えておりますが、映像表現は多様であるので、必ずしも北広島団地のどこかの箇所が 

映り込んでいる必要はございません。また、どうしても北広島団地の映像を使いたいが、 

遠方にいるなどの事情で足を運ぶことが難しいケースもあると思いますので、そういっ 

た場合には、市で提供するフリー素材（写真もしくは動画）を使用していただければと 

思います。フリー素材の提供方法については、別途お問い合わせください。 

 

──────────────────────────────────────── 

 

Ｑ：北広島団地の中での撮影に関してです。 

 市役所では、本動画制作に係るロケについて当方からお願いをすれば、撮影対象（施設・ 

個人・団体組織・市役所組織など）への段取りづけ（働きかけ）や交渉、許可申請の取 

付などを行って（代行して）頂けるのでしょうか。 

 

Ａ：基本的には、応募者で対応していただきます。ただし、市の公共施設については、市 

（所管する部署）で必要な手続等について対応いたしますので、必要な場合は別途お問 

い合わせください。 

 

──────────────────────────────────────── 

 

Ｑ：本コンクールの動画作成に関しまして、撮影対象（施設・個人・団体組織など）から、 

“北広島市役所から、撮影協力願い的な「文書」を発行して頂く事が必要です”と求め 

られた場合には、市役所としましては、そのような文書を発行して頂けるのでしょうか。 

 

Ａ：市の公共施設については、必要な手続等について対応いたしますが、民間施設等につ

いては、応募者で対応してください。 
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Ｑ：応募作品は「3分以内」という分数の上限がありますが、下限の時間（例：○秒以上） 

という条件はあるのでしょうか。 

 

Ａ：一般的には 30 秒～3分が主流となっておりますが、今回の場合、下限の時間はありま 

せん。しかし、あまりにも短い時間では、団地の魅力を発信していただくことは難しい 

と考えます。 

 

──────────────────────────────────────── 

 

Ｑ：応募作品の時間が 3分を超えた（もしくは下限秒数に達しない）場合は、団地の魅力 

がしっかりと表現されていたとしても、失格か審査対象外に、もしくマイナス評価につ 

ながるのでしょうか。 

 

Ａ：3分以内の作品でお願いしたいと思いますが、3分台であれば、審査対象外とはなりま 

せん。 

 

──────────────────────────────────────── 

 

Ｑ：市役所で作成した「北広島団地イメージアップ動画」や、既存の「北広島市に住みた 

くなる動画」の映像素材は、本コンクールの動画制作のために、自由に使わせて頂く事

（改変または複製）は出来るのでしょうか。 

 

Ａ：別事業で制作されたものなので、ご使用はお控えください。 

 

──────────────────────────────────────── 

 

Ｑ：「著作権の帰属」についてです。 

著作権の帰属問題について、応募規定には特に記述がないようですのでお伺いします。 

動画作品の制作と、ユーチューブへのアップロードに当たっては、諸々（肖像権や他の

著作権など）の権利侵害が生じないように十分配慮します。 

さて、本コンクールへ応募した、私が（自分で）制作した作品の著作権の帰属は、いか

がなりますか。 

法律通り、その作品を制作した（著作物を作った）者が著作者であり、著作権者であり

ますので、前述の帰属に関しましても、制作者である私本人に帰属する、と考えてよろ

しいですね。それとももしかしますと、応募作品における何らかの著作権は、行使して

はならない、とか、市役所に帰属させること、というような条件は課せられる可能性は

あるのでしょうか。 
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Ａ：作品の著作権は応募者（グループ）に帰属しますが、応募時点から 2018 年 3 月 31 日

までの間は北広島団地の PR を目的として、当該作品の原データを市に提供してもらう、

または当該作品を市が無償で使用することについてご了承いただきます。その際は、応

募者名（グループ名）も合わせて表示される場合があることについてもご了承ください。 

 

──────────────────────────────────────── 

 

Ｑ：過去に自分で SNS に公開した画像を今回の動画に使用してもよいですか？ 

 

Ａ：ご自分で過去に撮影したものであれば、特に問題はありません。 

 

──────────────────────────────────────── 

 

Ｑ：後ろ姿が映った場合でも肖像権が問題になるのでしょうか？ 

 

Ａ：後ろ姿であれば、個人を識別できないので、問題とはなりません。 


